景観形成基準に対する措置状況説明書

	対象区間

	□東ブロック　　□中央ブロック　　□西ブロック



	対象
	景観形成基準
	該当
	措置状況

	建築物に対する基準


	形態、色彩、その他の意匠
	住宅（戸建て、マンション）、店舗、事業所などは建物用途による特徴を活かした形態・意匠とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	集合住宅のバルコニーや共用階段は、周辺の街並み景観に配慮したデザインとする。
	有

□

無

□
	

	
	
	商業空間が連続する建築物の低層部は、歩行者の視線を意識し、にぎわいを感じさせる形態・意匠とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	中高層部は、遠距離からの見通しを意識し、整った街並みを感じさせる形態・意匠とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	中高層部は、通りの空間の広がりを意識した形態・意匠とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	角地に建つ建築物等は、スカイラインを意識した屋根部の形状や、交差点の景観を意識した角部の処理、壁面の素材等の工夫により交差点の印象を高めるよう配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	単調で無機質な景観とならないよう、可能な限りマンションの廊下側壁面に対する景観に配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	色彩基準に従うとともに、周辺の街並み景観との調和を図る。
	有

□

無

□
	

	
	
	建築物に付属する設備機器等は、建築物と一体的に計画するなど、道路からの見え方に配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	屋上の設備機器などは、道路からの見え方に配慮した配置とするなど、スカイラインの整った街並み景観が連なるように配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	建築物周囲の空地・外構
	歩道などの公共空間と連続したオープンスペースの確保など、公共空間との関係に配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	歩道に面する部分では、歩行者の目線を意識し、通りに潤いを与えるために可能な限り緑化スペースを設ける。
	有

□

無

□
	

	
	
	敷地の角地部分は景観上重要であるため、街角として印象づける空間の演出を行う。
	有

□

無

□
	

	
	
	既存敷地内にあるシンボル的な樹木は、可能な限り保全する。
	有

□

無

□
	

	
	
	街の記憶を今に伝える歴史的資源を可能な限り活かした計画とする。
	有

□

無

□
	

	工作物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	屋外広告塔を設置する場合は、規模等について十分に配慮する。

	有

□

無

□
	

	
	
	機械式立体駐車場等の工作物を設置する場合は、修景を施すなど周辺からの見え方に配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	色彩は、目黒通り沿道の色彩基準に従う。
	有

□

無

□
	



	区間の方針
	商店街のにぎわいと、人々が歩き楽しむことができる環境を整えます。

	対象
	景観形成基準
	該当
	措置状況

	建築物に対する基準


	形態、色彩、その他の意匠
	権之助坂の商店街、インテリアストリートにふさわしい、にぎわいと歩いて楽しい沿道景観とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	見上げる、見下ろすなど、地形の変化・坂道に配慮した景観づくりとする。
	有

□

無

□
	

	
	
	尾根道に立地する商店街として、周辺部からの眺望景観に配慮する。
	有

□

無

□
	

	区間の方針
	駅前のにぎわいと街の歴史が調和した環境を創り出します。

	対象
	景観形成基準
	該当
	措置状況

	建築物に対する基準


	形態、色彩、その他の意匠
	都立大学駅に近接する地区としての立地に配慮した、にぎわいと活気のある景観づくりとする。
	有

□

無

□
	

	
	
	地域の街割りを今に伝える街並み景観に配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	目黒通りの道づくりの歴史を感じさせる石垣を可能な限り活かした計画とする。
	有

□

無

□
	

	
	建築物周囲の空地・外構
	駅前交差点としてのにぎわいや活気を意識した街角の演出を行う。
	有

□

無

□
	

	
	
	歩道に面するオープンスペースは、周辺との調和を意識したリズム感のある外構の工夫を行う。
	有

□

無

□
	

	区間の方針
	広々とした空間の抜け・広がりを大切にします。

	対象
	景観形成基準
	該当
	措置状況

	建築物に対する基準


	形態、色彩、その他の意匠
	目黒通りの特徴である空間の広がりをより意識した景観づくりとする。
	有

□

無

□
	

	
	
	通りのイメージづくりに寄与している、既存店舗等（カーディーラー等）の集積を活かした、特徴ある景観づくりとする。
	有

□

無

□
	

	
	建築物周囲の空地・外構
	既存店舗等（カーディーラー等）の特性に合わせ、車庫や作業場などの見え方に配慮する。
	有

□

無

□
	



○目黒通り沿道





◇西ブロック（環状７号線～世田谷区界）





◇中央ブロック（目黒四中交差点～環状７号線）





◇東ブロック（品川区界～目黒四中交差点）





◇全区間











